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学界の動向
国際日本学シンポジウム
「国家アイデンティティと宗教」
1.はじめに
法政大学国際日本学研究所
鈴村裕輔
2005年に前身である「日本学とは何かーヨーロッパから見た日本研究、
日本から見た日本研究Jが行われて以来、間際日本学シンポジウムは毎年
1回ずつ開催されており、 2012年度は「国家アイデンティティと宗教」と
題して2012年11月2日(金)から11月4日(日)まで開催された。
シンポジウムは法政大学国際日本学研究所 (HoseiU凶.ve悶.ityResearch 
Center for International J apanese Studies: HijAS)、フランス国立科学研究学
院UMR8155:束アジア文明研究所 (Centrede recherche sur les ci.vili姐.tions
de l'Asie orientale: CRCAO)、ストラスプール・マルク・プロック大学人文
科学部日本学科、 CE町Aの4機関が共催し、アルザス地方評議会 (Con舘 il
Regional dlAl鎚ce)とオー=ラン県総評議会(ConseilG白leraldu Haut-Rhin) 
が協賛した。
七
会場は、例年通り、フランスのオー=ラン県アメルシュウイールに所在 四
するアルザス欧州日本学研究所 (Centreeuropeen d I etudes japonaises 
d'Al錨.ce:CE町A)であった。
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Table 1 Detail of Symposium 
Datc Name Mfiliations and Country 
2nd November 2012 MinWang Hosei University Oapan) 
JosefKyburz CNRS， UMR8155CRCAO (France) 
Maciej Kane此 Adam Mickiewicz University， Poznan 
(poland) 
Yusuke Takahashi Kanagawa Prefectural Museum 
Kanazawa-bunko Gapan) 
Mark Teeuwen University of Oslo例orway)
Frederic Girard EFEO (France) 
Je叩-Pic町'csc氏hon CNRS， EHESS Centre de recherche 
surleJaponσ'rance) 
5th November 2011 Hidetoshi Uchihara Hosci Univcrsity Gapan) 
J osef Krcincr Hosei University Gapan) 
Frederic Lesigne University of Lyon (Fr如 ce)
Masaru sa1叩noto Hosei University Gap四)
Junzo Kawada Kanagawa University / Hosci 
University Gapan) 
Yusuke Suzumura Hosei University Oapan) 
Didicr Davin CRCAO (France) 
6th Novcmbcr 2011 51由lAbiko Hosei University Oapan) 
Tsutomu Hoshino Hosei University Gapan) 
国際日本学シンポジウムは毎年統ーの主題を設けて報告を行う。今回の
主題は「国家アイデンティティと宗教」であり、人聞の生活と密接に結び
っく宗教や宗教に由来する文物が、日本の国家としてのアイデンテイテイ
七 や日本の人々の国家に対する理解をどのように規定してきたかという点に
= ついて、日本の歴史、文化、思想、社会、政治などを通して検討された。
今回のシンポジウムでは、日本側から9名、欧州側から 7名の、合計16
名が報告を行った。各報告者の論題をTable1に示した。
出
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百leme Language 
1Wo Examplcs of Cultural Compositncss in Japanese Folk Culture:the Japanese 
Silk Road and the Cult ofYu the Great 
百leLotus and the Chrys叩 themum-Japanin a F10wer English 
Neither Nation， Nor Identity， Nor Rcligion-Japan in the 8th Century English 
百leConcept of the National Land， and the Syncretism of Kami English 
Worship and Buddhism 
Nation， Religion and Identiy according to a Late-Edo San1Urai English 
Lebe釦 ind'un nouvl同utypedemon総te陀仰urle BakuCu de Kam政山富 ]apanese 
Les nouvel1es religions au prisme de I'identite nationale Japanese 
U凶kiReligion in Yaeyama Islands: Focusing on thc Case ofthe Japanese 
Sakishima Tsunami 
百leReligious Organization of the Rykyu Kingdom ]apanese 
Queditl'e出nかiolkloriquejapon凶sede I'identite? Le Cas du village de Japanese 
Nagoshi In the dep. de Shiga 
Views on Nature in Ancient Japanese M帥 ology Japanese 
Deification des etres humains au Japon: un motif po町 penserll'identiteJapanese 
)aponωse 
Kiyozawa Manshi and His Criticism toward the Twofold Truth Theory English 
D肱elama脚 r批 alad甜刷ni蜘組蜘伽H伽蜘o叩ndc副叫:附帥州is馴tω刷附o創凶ried削1
E加ta凶紙tm脚D吋d仇e叩rn間.官百悶1児eetr陀叫eli拘柑陶脳1泡単g副i砕 N貼iぬ直曲，hi叫A畑I町maneets認ar雌.唯姐e岨n伽匂回叫cti姐o叩ns叩u町』汀rlar，凶cli凶z必d如削o叩njJ均a却p叩間
Mゆ(lmprcm卸 cc，Tran蜘 ce，Mu帥i1ity):On Clim蹴削除 !Japancse 
Religious Consciousness in Japan 
2.各発表の概要
今回の16人による報告の概要は以下の通りである。
(1) 王敏(法政大学[日本])/日本に民間信仰における混成性:シルクロ
ードと再王信仰を事例として
日本の民間信仰の中に見られる中国文化の影響を、全国約50か所で発
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掘されている、中国の夏王朝の創始者とされる局を讃える局王碑と、幼
少時から f西遊記』と『アラピアンナイト』に親しみ、自らの作品の中
でも『西遊記jや天竺への道を歩んだ一行に言及した宮沢賢治の事例か
ら検討された。
(2) ジョセフ・キプルツ(国立科学研究学院[フランスJ)/蓮華と菊・花
と日本
752年の東大寺の建立と1889年に大日本帝国憲法が発布された際の明
治天皇による告文を日本における宗教の二回の転換点と捉え、仏教によ
る国家の統ーが目指された東大寺の建立(蓮華)と、天皇が皇道のあり
方を明らかにした告文(菊)として分析した。
(3) マチェイ・カーネルト(アダム・ミツキェヴィチ大学[ポーラン
ドJ)/無国家、無アイデンテイテイ、無宗教ー8世紀の日本
18世紀の日本における国家アイデンティティとは何か?Jと 18世
紀の日本における宗教の規制は日本独特の現象か?Jという聞いを、マ
イケル・マンの社会に関する分析の枠組みを用いながら考察し、 18世紀
にはstateは存在したがnationは存在しなかったJと「国家による宗教の
規制は日本独自のものではなかった」という結論を導いた。
{4} 高橋悠介(神奈川県立金沢文庫[日本])/国土観と神仏習合
1370年に描かれ、 2004年に発見された日本図を手掛かりに、当初は仏
教者によって「辺境の小国」として認識されていた日本が、本地垂謹説
により、「仏が神の姿を借りて治める偉大な国」として認識される過程
が、資料に基づき丹念に検討された。
(5) マーク・トゥーエン(オスロ大学[ノルウェー])/江戸後期の武士に
よる宗教と国家
明治時代に起きた膳仏投釈運動の理論的な背景をなした江戸時代後半
の書物『世事見聞録J(武陽隠士、 1816年)を中心に、江戸時代におけ
る僧侶の社会的地位と、求められたあるべき姿がどのようなものであっ
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たかが考察された。
(6) フレデリック・ジラール(フランス国立極東学院[フランス])/鎌倉
幕府の為には新しい寺院の模範を要求する
曹洞宗で根強く支持された玄英三蔵崇拝と鎌倉幕府の第三代将軍源実
朝が見た自らの前世に関する夢の逸話を手掛かりに、 13世紀になって日
本で流行した禅宗が、中国の禅宗の伽藍の配置を手本に寺院の構造を決
定するなど、「新しい時代の新しい宗教のあり方」が確認された。
(7) ジャン=ピエール・ベルトン(社会科学高等研究院日本研究所[フラ
ンス])/ナショナル・アイデンティティを通して見た新宗教
「疑似宗教」、「淫嗣邪教Jと見なされやすい日本の新宗教あるいは新
新宗教を対象に、当初は反政府、あるいは反文明として出発しながら、
日本の文明や伝統の保持を掲げる保守的な傾向へと変化し、さらに「日
本的なものjを含んでいるにもかかわらず一部の新宗教や新新宗教が外
国でも受け入れられている現状が分析された。
(8) 内原英聡(法政大学[日本])/八重山の御撤信仰ー近世琉球・先島大
津波の前後を事例としてー
1771年に起きた先島大津波を対象に、琉球王府による民間信仰への規
制から解放へと至る過程を検証するとともに、沖縄における民間信仰の
重要な形態である御鎌進行を事例とし、信仰と祭龍の関係、さらに、信
仰における「かたちJと「こころ」のあり方を検討し、『かたちjが変
化すれば、祭軍Eを取り巻く人聞の生活そのものが変化し、「こころ」も
変化を余儀なくされることが示された。
(9) ヨーゼフ・クライナー(法政大学[日本])/琉球王国の宗教体制
沖縄における民間信仰と琉球王府における正統的な信仰のあり方を、 七
女司祭であるノロの位置付けやニライカナイ、オポツカグラの概念を手 O 
掛かりに検討し、村における信仰の実際と王国における信仰の形態とが
明らかにされるとともに、現代の沖縄における信仰の様式も考察が加え
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られた。
(附 フレデリック・ルシーニュ(リヨン大学[フランス])/民俗学は日本
のアイデンティテイについて何を語るかー名越町のオコナイ行事を事例
滋賀県長浜市名越町の伝統行事である行内に閲する調査結果を紹介す
るとともに、フランスにおける日本の民俗学、とりわけ柳田園男の民俗
学に関する研究の蓄積や近年の動向が紹介された。
仙坂本勝(法政大学[日本])/記紀神話の自然観
『古事記j及び『日本書紀』を対象に、上代語における「ものJの観
念と、そこに現れた、天孫降臨以前には「荒ぶる自然」の象徴となり、
天孫降臨以降には「都市と国家を襲う霊威Jとして考えられた rもの」
のざわめきjのあり方が、実証的に検討された。
同川田服造(神奈川大学/法政大学[日本])/人を神に龍る風習:日本
のアイデンティティーを考える手がかりとして
東南アジアや欧州の一部にも類似する習慣があるものの、日本ではそ
の教が著しく多い「人を神として記る」という風習を実例に即して検討
し、明治時代までは天皇家と仏教の結びつきが強かったことが確認され
た。
(13) 鈴村裕輔(法政大学[日本])/清沢満之の真俗ニ諦論批判
真宗大谷派の僧侶で哲学者であった清沢満之が、教団内で主流となっ
ていた、現世での価値基準に従う俗諦と信仰上の価値基準である真諦と
を区別する「真俗二諦論」に対して行った批判を検討し、清沢にとって
俗諦と真諦とは並行的に存在するのではなく、俗諦が終わったところが
ム 真諦の出発点であると考えていたことを示した。
ノ、
九 (14) デイデイル・デーヴァン(国立科学研究学院東アジア文明研究所[フ
ランス])/趣味から自己定義へ:日本に於ける禅の位置の考察
欧米において日本の信仰の代表例として考えられている禅について、
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禅宗の発祥の池である中国ではなく日本の禅が広まったこと、さらに欧
米で禅がどのように受け入れられているかを検討し、西洋では宗教とし
ての縛ではなく、生き方の指針を得るための方法としての禅が受け入れ
られたことと、それ故に宗教として禅が位置する中国ではなく、宗教的
実践としての日本の禅が受け入れられたことが示された。
U5) 安孫子信(法政大学[日本])/近代国家と宗教ー西周(1829-97)の
宗教観
「哲学jという言葉を生み出した西閥を対象に、オーギュスト・コン
トの哲学に依拠して自らの学聞の体系を築き挙げた西が宗教をどのよう
に捉えていたかを検討し、信教の自由と法への服従を要求するとともに、
天皇制を擁護しつつも神権的な政治体制を批判したことが明らかにされ
た。
。 星野勉(法政大学[日本])/無常ー日本の風土と宗教意識ー
「無常」という概念を手掛かりに、風土と国民性、風土と宗教の関係
を検討し、「詠嘆的な無常感が道元によって抽象的な面が捨象され、さ
らに世俗化することで茶の湯や剣術などが「道Jへと展開する契機をな
すJという、仏教における無常の概念の日本化の過程が確認された。
上記の報告のほか、各日とも、発表終了後に全体討議が行われ、活発な
識簡が交わされた。そして、「外来の宗教の土着化としての「宗教と国土J
の関係」、 r日本の宗教Jや「日本人の宗教Jが外国でも受け入れられる
背筑J、「宗教における心と国家の関係」、「アジアやアフリカにおいては、
西洋が進出した19世紀後半以降に新興宗教が発生したことに注意が必要で
あるJ、「仏教が伝来する以前の日本の人々の「はかなさJの感情が日本人 ム，、
に独特の感覚であるのか」、「仏教が日本にもたらされた際の人々の内面に 八
与えた影響の大きさがどれくらいであったのかJ、「日本には「人を配る」
ことに先だって[ものを杷る」習慣があったことJ、「日本本土と沖縄にお
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ける死者に対する時間的な感覚の相違の問題J、「地理的な国土と宗教のあ
り方Jといった事項が今後の検討すべき課題として挙げられた。
3. シンポジウムの成果と意義
国際日本学シンポジウム「国家アイデンティティと宗教」では、内外の
日本研究の分野の第一線で活路する研究者たちが発表を行い、真鯵な議論
を行うとともに、発表だけでなく、寝食をともにするということで、研究
上の、あるいは人的な側面での辿携が強化された。この点に、まさに国際
日本学シンポジウムの本質的な意義が存すると言えよう。
また、日本の国家としてのアイデンティティと宗教の問題が、哲学、歴
史学、文学、人類学、社会学、政治学などの多様な観点から考察されたこ
とは、しばしば日本における宗教が「国家神道と職争Jや「靖国問題」と
いった点に限定されがちであることにかんがみるなら、分析の手法の多様
性と識論の多層性という点で、意義を持つものであるといえるだろう。
これに加えて、昨年から始まったストラスプール大学の日本学専攻の大
学院生による聴講の機会が、今回は学部生にも門戸が聞かれ、 3日間の会
期中に延べ20人以上の学生が会場に訪れた。学部生の段階から、自らが専
攻する日本研究という分野の最新の助向を知ることで、学ぶことに対する
意欲形成が促進されることは有意義なことである。さらに、今回は現地に
在住する、研究者ではない一般の参加者も聴講したことは、国際日本学シ
ンポジウムが単なる研究成果の発表だけでなく、研究活動の社会への還元
という椀能を有することを示唆しており、意義深いものと考えられた。
七 4.おわりに
国際日本学シンポジウムは、例年、報告者の真.懲な報告と討論により、
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質の商い成果を残しており、その一端は、シンポジウムの翌年度にHUAS
が刊行する成果報告集からもうかがうことができる。そして、このような
学術的な成果を支えるのが、共催機関の一つであり、会場を提供する
CEEJAの全面的な支援であるのは、参加者の等しく認めるところである。
今回のシンポジウムも従来以上にCE町Aの担当者の献身的な協力がなされ、
参加者はシンポジウムに集中することができた。シンポジウムの運営責任
者を務めた辻本沙緒理氏、ヴィルジニー・フェルモー(羽rginieFennaud) 
氏、実務を担当したマリー=アンジェリク・フランソワ (Marie-Angelique
Francois)氏、スワン・ガステインガー (SwannGastinger)氏、デポ
ウ・ソニア・リヴ (DeborahSonya Uv)氏、ラダ・アムアネス (Ghada
Mouannes)氏、アンリ・リシェ (HenriRichez)氏、さらに、 CE町Aに
おける日本側との交渉を担当する徳江純子氏には、シンポジウムの参加者
の一人として、とりわけ深甚なる謝意を表するものである。
? ? ? ?
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